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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作体と、
　前記操作体が被着され、該操作体を所定の一直線を回転中心として回転可能に保持する
駆動体と、
　前記駆動体を前記所定の一直線と直交する方向の一直線を回転中心として回転可能に保
持するケースと、
　前記操作体に対向させて配置するとともに、該操作体の操作に伴って該操作体が前記所
定の一直線を回転中心として回転した際に、該操作体によって押圧される一対のスイッチ
と、
　前記駆動体あるいは前記操作体に対向させて配置するとともに、前記操作体の操作に伴
って該駆動体が前記所定の一直線と直交する方向の一直線を回転中心として回転した際に
、該駆動体によって押圧される他の一対のスイッチとを備え、
　前記駆動体に一方の一対の軸受部と他方の一対の軸受部を設け、該一方の一対の軸受部
間で前記駆動体に対して前記操作体を回転可能に保持して、前記一方の一対の軸受部間の
下方に前記他の一対のスイッチを配置し、前記他方の一対の軸受部間を前記一方の一対の
軸受部間より短く形成し、該他方の一対の軸受部で前記駆動体を前記ケースに回転可能に
保持して、前記他方の一対の軸受部間の外方に前記一対のスイッチを配置し、前記操作体
で押圧するようにしたことを特徴とする４方向スイッチ装置。
【請求項２】
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　請求項１において、前記駆動体に対向させて前記他の一対のスイッチを配置し、該駆動
体によって該他の一対のスイッチを押圧するようにしたことを特徴とする４方向スイッチ
装置。
【請求項３】
　請求項１において、前記駆動体を導光体で形成し、該駆動体の底面に照光部を設けたこ
とを特徴とする４方向スイッチ装置。
【請求項４】
　請求項１において、前記駆動体の外方に突出する翼部を設けて前記操作体の内面に近接
して配置したことを特徴とする４方向スイッチ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作体の４方向の押圧動作に応じてスイッチング動作する４方向スイッチ装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の４方向スイッチ装置の従来技術として、例えば自動車のボディに備えられる左
右のミラーの角度等を運転席から遠隔操作するために用いられるミラースイッチがあり、
これが特許文献１に記載されている。
【０００３】
　図６は従来の４方向スイッチ装置の一方向（後述の図８におけるＡ－Ａ方向）に沿う断
面図、図７は４方向スイッチ装置の別方向（図８におけるＢ－Ｂ方向）に沿う断面図、図
８は該４方向スイッチ装置の分解斜視図である。
【０００４】
　この４方向スイッチ装置は、主として、スイッチ装置の外殻を形成するケーシング２１
と、このケーシング２１に設けられた開口部２２から露出する操作体２３と、この操作体
２３を多方向へ傾倒可能に保持する支持体２４と、前記ケーシング２１に固定されたプリ
ント基板２５と、このプリント基板２５上に載置されたラバーシート２６と、このラバー
シート２６と前記操作体２３との間に開設された４本のスライダ２７とで構成されている
。
【０００５】
　前記操作体２３は、開口部２２から突出する合成樹脂製のカバー２８と、このカバー２
８の裏面に装着される合成樹脂製の回動体２９とからなり、これらカバー２８と回動体２
９とは後述するように一体化されている。前記カバー２８の表面には傾倒方向を示す４つ
の表示部２８ａが形成されており、図６に示すように、このカバー２８の裏面中央部分に
は下方へ突出する４つの規制片３０が一体成形され、これら規制片３０は約９０度の等間
隔に配置されている。また、各規制片３０の外側には下方へ突出する４つの係止片３１が
一体成形されている。一方、図６に示すように、前記回動体２９の表面には上方へ突出す
る４つのストッパ片３２が一体成形され、これらストッパ片３２は環状に繋がれている。
各ストッパ片３２の間から回動体２９の中心に向かって４本の連結部３３が延びており、
各連結部３３の交点位置に球体部３４が形成されている。したがって、各ストッパ片３２
と各連結部３３および球体部３４とで囲まれる部分はそれぞれ透孔３５となっている。ま
た、各ストッパ片３２の外側には上方へ突出する４つの弾性片３６が一体成形されており
、各係止片３１を対応する弾性片３６にスナップ結合することにより、カバー２８と回動
体２９とが一体化されるようになっている。その際、各規制片３０は対応する透孔３５内
に挿入され、各規制片３０と球体部３４との間には所定の間隔が確保される。
【０００６】
　前記支持体２４は合成樹脂で成形されており、前記ケーシング２１にスナップ結合等の
適宜手段を用いて固定されている。図８に示すように、支持体２４の中央部分には十字形
のスリット３７によって分割された４つの保持片３８が一体成形されており、各スリット
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３７の底部から外方へ延びる延出壁３９の先端にガイド部４０がそれぞれ形成されている
。各保持片３８は湾曲形状をなし、前述した操作体２３のうち、球体部３４は各保持片３
８の上端から内部に嵌め込まれると共に、各連結部３３は対応するスリット３７内に挿入
され、さらに、各規制片３０の内側は対応する保持片３８の外周面に当接すると共に、各
規制片３０の外側は各ストッパ片３２に当接している。また、各ガイド部４０に前記スラ
イダ２７が挿入されており、これらスライダ２７はガイド部４０によって上下方向へ案内
されている。スライダ２７はアクリル樹脂等の透明な導光材料からなり、その上端は前記
回動体２９の下面に当接し、その下端は後述するラバーシート２６の中空突部４４上に当
接している。
【０００７】
　前記プリント基板２５には光源としてのランプ４１が実装されると共に、このランプ４
１を中心とする約９０度の等間隔に複数の固定接点４２が設けられている。一方、前記ラ
バーシート２６にはランプ４１が挿通する開孔４３が形成されると共に、この開孔４３を
中心とする約９０度の等間隔に４つの中空突部４４が膨出形成されており、各中空突部４
４の内底部に形成された可動接点４５とプリント基板２５上の各固定接点４２とで４組の
スイッチ素子が構成されている。このラバーシート２６はプリント基板２５上に載置され
、両者は図示せぬピンと孔等により位置決めされている。
【０００８】
　前記の如く構成された多方向入力スイッチ装置を組み立てるのに際しては、まず、支持
体２４の各ガイド部４０内にスライダ２７を挿入し、この支持体２４をケーシング２１の
内面に固定する。次いで、回動体２９の各連結部３３を支持体２４の対応するスリット３
７に一致させた状態で、球体部３４を各保持片３８の上端から内部に嵌め込む。この時点
でカバー２８は回動体２９に一体化されていないため、球体部３４を各保持片３８に嵌め
込む過程で、各保持片３８は透孔３５内を外側に弾性変形してから元の状態に戻り、球体
部３４を各保持片３８にスナップインすることができる。しかる後、カバー２８の各規制
片３０を対応する透孔３５に一致させ、この状態でカバー２８を回動体２９に対して押し
込むと、各係止片３１が弾性片３６にスナップ結合し、カバー２８と回動体２９とが一体
化される。その結果、各規制片３０が各保持片３８の外周面に当接して保持片３８の拡が
りが防止され、球体部３４は各保持片３８に確実に保持される。しかも、各規制片３０の
外側にはストッパ片３２が配設されているため、規制片３０の外側への変形がストッパ片
３２によって阻止され、保持片３８の拡がりを確実に防止することができる。
【０００９】
　次に、このようにして組立てられた多方向入力スイッチ装置の動作について説明する。
図６と図７に示す非操作時の状態からカバー２８の周辺部、例えば図７の右側を押し込む
と、球体部３４が支持体２４の保持片３８に保持されているため、カバー２８と回動体２
９（操作体２３）は球体部３４を中心として図７の時計方向に傾倒する。これに伴い、図
７の右側に位置するスライダ２７が回動体２９によって押下され、その真下に位置するラ
バーシート２６の中空突部４４を押圧するため、該中空突部４４が座屈変形してクリック
感を生起すると共に、可動接点４５がこれに対向する固定接点４２に接触し、スイッチオ
ンの状態となる。そして、かかる傾倒状態のカバー２８から手を離すと、ラバーシート２
６の中空突部４４の弾発力により、スライダ２７を介して回動体２９の下降している側が
押し上げられ、操作体２３は図６と図７に示す初期状態に戻る。その結果、接触状態にあ
った可動接点４４は固定接点４２から離間し、再びスイッチオフの状態となる。また、夜
間等の暗所でランプ４１を点灯させると、ランプ４１の光は各スライダ２７を介してカバ
ー２８の裏面に導かれ、各表示部２８ａが照光される。
【特許文献１】特開平１０－１０６３９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかし、従来例では、操作体２３はカバー２８と回動体２９とからなり、回動体２９（
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操作体２３）の球体部３４をケーシング２１の各保持片３８にスナップ結合すると共に、
規制片３０によって各保持片３８の広がりを防止する構造である。
【００１１】
　従って、球体部３４の上方への各保持片３８からの抜け止めは、球体部３４と各保持片
３８とのスナップ結合による引っ掛かり部分しかないので、操作体２３等に大きな衝撃が
加わると球体部３４が各保持片３８から外れて操作体２３が外れてしまう可能性があり、
機械的な強度を高めるのが難しいという問題があった。
【００１２】
　また、スライダ２７を導光体とし、操作体２３に光を導く構成であるが、このスライダ
２７は４つ必要であり、発光体を多く必要とするという問題があり、又確実に光を導くの
は難しいという問題がある。なお、保持片３８並びに保持体３８のケーシング２１からの
支持部があるために中央に１つ導光体を配置し、これで照光させることは難しい。
【００１３】
　本発明の目的は、操作体を強固でかつ簡単に４方向に押圧できるように保持可能であり
、４方向の押圧スイッチを提供でき、また、平面視した場合のスペースを有効活用でき、
更には照光構造が簡単にできる４方向スイッチ装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上述の目的を達成するために、本発明の４方向スイッチ装置は、操作体と、
前記操作体が被着され、該操作体を所定の一直線を回転中心として回転可能に保持する駆
動体と、前記駆動体を前記所定の一直線と直交する方向の一直線を回転中心として回転可
能に保持するケースと、前記操作体に対向させて配置するとともに、該操作体の操作に伴
って該操作体が前記所定の一直線を回転中心として回転した際に、該操作体によって押圧
される一対のスイッチと、前記駆動体あるいは前記操作体に対向させて配置するとともに
、前記操作体の操作に伴って該駆動体が前記所定の一直線と直交する方向の一直線を回転
中心として回転した際に、該駆動体によって押圧される他の一対のスイッチとを備え、前
記駆動体に一方の一対の軸受部と他方の一対の軸受部を設け、該一方の一対の軸受部間で
前記駆動体に対して前記操作体を回転可能に保持して、前記一方の一対の軸受部間の下方
に前記他の一対のスイッチを配置し、前記他方の一対の軸受部間を前記一方の一対の軸受
部間より短く形成し、該他方の一対の軸受部で前記駆動体を前記ケースに回転可能に保持
して、前記他方の一対の軸受部間の外方に前記一対のスイッチを配置し、前記操作体で押
圧するようにした構成にしてある。
【００１５】
　かかる構成により、操作体を簡単に４方向に押圧できるように保持可能であり、また、
平面視した製品の小型化ができる４方向の押圧スイッチを提供できる。
【００１６】
　また、上述の発明の４方向スイッチ装置において、前記駆動体に対向させて前記他の一
対のスイッチを配置し、該駆動体によって該他の一対のスイッチを押圧するようにした構
成にしてある。
【００１７】
　かかる構成により、操作体と駆動体の回転保持の位置関係と、操作体と駆動体のスイッ
チ押圧部の位置関係から平面視した場合のスペースを有効活用できる。
【００２０】
　また、上述の発明の４方向スイッチ装置において、前記駆動体を導光体で形成し、該駆
動体の底面に照光部を設けた構成にしてある。
【００２１】
　かかる構成により、容易に照光構造とすることができ、また、操作体の中央にも照光す
ることができる。
【００２２】
　また、上述の発明の４方向スイッチ装置において、前記駆動体の外方に突出する翼部を
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設けて前記操作体の内面に近接して配置した構成にしてある。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明は、操作体を簡単に４方向に押圧できるように保持可能であり、４方向の押圧ス
イッチを提供できる。また、操作体と駆動体の回転保持の位置関係と、操作体と駆動体の
スイッチ押圧部の位置関係から平面視した場合のスペースを有効活用できる。又、照光構
造を従来に比べて簡単に達成できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の４方向スイッチ装置の一実施例を上述した従来例と同様に自動車のミラ
ースイッチに適用した場合を例にとって図面に基づいて説明する。
【実施例】
【００２５】
　図１は本発明の４方向スイッチ装置を一部切り欠いて示す斜視図、図２は該４方向スイ
ッチ装置の分解斜視図、図３は該４方向スイッチ装置の平面図、図４は図３の４－４線に
沿った断面図、図５は図４の５－５線に沿った断面図である。
【００２６】
　本実施例の４方向スイッチ装置は、主として、下方が開放しスイッチ装置の外殻を形成
するケース１と、このケース１の上方に設けられた開口部１ａから突出するとともにケー
ス１に回転自在に支持された駆動体２と、この駆動体２上を覆うように配置されるととも
に、駆動体２に回転自在に支持された操作体３と、前記ケース１の下面を覆うカバー４と
、このカバー４に固定され、複数の固定接点のパターン等が印刷されたプリント基板５と
、このプリント基板５上に載置されたラバーシート６と、このラバーシート６と前記駆動
体２及び操作体３との間に開設された４本のスライダ７とで構成されている。また、ケー
ス１には、左右のミラー駆動の選択の切換制御する左右のミラー切換操作つまみ８と、ミ
ラー切換操作つまみ８が取り付けられるスライドスイッチ９と、ミラー開閉駆動用スライ
ダ１０と、ミラー開閉駆動用スライダ１０の上端に取り付けられる押しボタン１１とが備
えられている。
【００２７】
　ケース１には、その上面に略四角形の開口部１ａと、開口部１ａの４辺縁に沿って突設
された壁部１ｂと、一組の対向縁の壁部１ｂ上に突設された三角形状の支持片１ｃと、一
対の支持片１ｃの上部に穿設された軸受孔１ｄと、壁部１ｂを囲む様に突設された円筒状
部１ｅと、軸受孔１ｄ，１ｄを結ぶ線上及びその線に直交する線上で円筒状部１ｅを４つ
に分割している切欠き部１ｆと、円筒状部１ｅの内側で切欠き部１ｆに対応した位置に形
成されスライダ７の上下動をガイドするガイド孔１ｇと、側壁面に形成されカバー４の係
合部が係合する係合孔１ｈとが設けられている。
【００２８】
　また、ケース１には、左右のミラー切換操作つまみ８を差し込みスライド操作可能な長
孔１ｉと、ミラー開閉駆動用スライダ１０及び押しボタン１１を押し込み操作可能な円筒
状の押しボタン収納部１ｊが設けられている。
【００２９】
　駆動体２は導光体からなり、四角柱状の本体部２ａと、本体部２ａの一つの対向する側
面から突設され、ケース１の軸受孔１ｄ，１ｄ間に軸支される第１軸部２ｂと、本体部２
ａの他の対向する側面から突設されて第１軸部２ｂと直交配置に設けられ操作体３が軸支
される第２軸部２ｃと、第１軸部２ｂと第２軸部２ｃとの上方に突設されて操作体３の内
面に近接され、操作体３の表示部３ａに対向した平面を有して光を導き照光する翼部２ｄ
と、第２軸部２ｃの下部に凹段部が形成されて第２軸部２ｃの軸心（一直線）上あるいは
その真下に設けられたスライダ押圧部２ｅと、本体部２ａの底面に形成された凹球面状の
入光部２ｆとから構成されている。この第１軸部２ｂは第２軸部２ｃより短く形成され、
また、第１軸部２ｂ上の翼部２ｄも第１軸部２ｂの近辺には設けられておらず、したがっ
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て、この部分にスペースが構成されて後述する操作体３のスライダ押圧部を配置すること
ができるようになっている。したがって、駆動体２はケース１の軸受孔１ｄに軸支された
第１軸部２ｂを中心にして回転することができる。
【００３０】
　駆動体２の第１軸部２ｂは、操作体３の平面方向の所定の一直線を回転中心として操作
体３を回転可能に保持し、一方、第２軸部２ｃは前記所定の一直線と直交する方向の一直
線を回転中心として駆動体２をケース１に回転可能に保持している。なお、第１軸部２ｂ
及び第２軸部２ｃは軸受孔１ｄ、３ｃに取り付ける際、スムーズに嵌め込めるように面取
りがなされ、また、この面取り部分が摺接する軸受孔１ｄ、３ｃ側にも面取りがなされて
おり、また、両軸受孔１ｄ、３ｃ側がその弾性により押し広げられて嵌め込まれる。
【００３１】
　操作体３は頂部を平坦としたドーム状に形成され、上面中央及びこれを中心にして４か
所設けられた表示部３ａと、下端部周縁の４個所に突設されたつば部３ｂと、直径上の位
置の下端部に下方にリング状部を形成して孔が形成され、一対の孔に駆動体２の第２軸部
２ｃを挿入して軸支する一対の軸受孔３ｃと、一対の軸受孔３ｃと直交する直径上配置で
内側に突設され一対のスライダ押圧部３ｄとから構成されている。したがって、上述のよ
うに回転自在の駆動体２の第２軸部２ｃに軸受孔３ｃが挿入されているので、駆動体２の
回転中心の軸芯方向と直交する第２軸部２ｃに操作体３が軸支されており、結局、操作体
３は４方向に押圧操作できる。なお、４つのつば部３ｂにより、操作体３の強度を高めて
いる。
【００３２】
　また、操作体３の一対のスライダ押圧部３ｄは、上述したように、第２軸部２ｃより短
い第１軸部２ｂ及びこの第１軸部２ｂの近辺に翼部２ｄを設けないことにより構成したス
ペースに配置されており、操作体３の回転動作により、スライダ押圧部３ｄは対応するス
ライダ７を押し下げる。
【００３３】
　各スライダ７はケース１の各ガイド孔１ｇに挿入されており、これらスライダ７はガイ
ド孔１ｇによって上下方向へ案内されている。スライダ７は円柱形状で、その上端は球面
状に形成され前記駆動体２のスライダ押圧部２ｅもしくは操作体３のスライダ押圧部３ｄ
に当接し、その下端には抜け止め用フランジ部７ａが形成され、後述するラバーシート６
の中空突部６ｂ上に当接している。
【００３４】
　カバー４はケース１の下部開放端を閉塞するもので、ケース１とカバー４とはスナップ
結合されてミラースイッチ装置の外殻を形成している。カバー４には、プリント基板５を
固定するネジを螺合する固定部４ａが設けられている。
【００３５】
　プリント基板５には光源としてのランプ５ａが実装されると共に、このランプ５ａを中
心とする約９０度の等間隔に複数の固定接点５ｂが設けられている。また、プリント基板
５には、前記ネジ挿入用の孔部５ｃと、前記固定接点５ｂを含む回路パターンに接続され
外部機器と接続される複数の端子５ｄが設けられている。
【００３６】
　一方、前記ラバーシート６にはランプ５ａが挿通する開孔６ａが形成されると共に、こ
の開孔６ａを中心とする約９０度の等間隔に４つの中空突部６ｂが膨出形成されており、
各中空突部６ｂの内底部に形成された可動接点６ｃとプリント基板５上の各固定接点５ｂ
とで４組のスイッチ素子が構成されている。このラバーシート６はプリント基板５上に載
置され、両者は図示せぬピンと孔等により位置決めされている。６ｄはミラー開閉駆動用
スライダ１０によって押圧される中空突部である。なお、中空突部６ｂはスライダ７の下
面を上方に付勢してスライダ７の上端部が駆動体２のスライダ押圧部２ｅあるいは操作体
３のスライダ押圧部３ｄに圧接し、操作体３は中立位置に保持されている。駆動体２及び
操作体３が回転されると、スライダ７の上端からスライダ押圧部２ｅあるいはスライダ押
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圧部３ｄから離れても抜け止め用フランジ部７ａによって抜け止めされている。
【００３７】
　次に、本実施例の動作について説明する。
【００３８】
　図４と図５に示す非操作時の状態では、各中央突部６ｂの弾性力が各スライダ７を介し
て駆動体２のスライダ押圧部２ｅ及び操作体３のスライダ押圧部３ｄにそれぞれ付与され
、駆動体２及び操作体３は中立位置（操作体３の上面が水平状態）に保持されている。こ
の中立位置から操作体３の周辺部、例えば図４の右側の表示部３ａ付近を押し込むと、操
作体３は第２軸部２ｃで連結された状態の駆動体２とともにケース１の軸受孔１ｄに軸支
された第１軸部２ｂを回転中心として、操作体３（駆動体２）は図４の時計回り方向に傾
倒する。これに伴い、図４の右側に位置するスライダ７が駆動体２のスライダ押圧部２ｅ
によって押下され、その真下に位置するラバーシート７の中空突部６ｂを押圧するため、
該中空突部６ｂが座屈変形してクリック感を生起すると共に、可動接点６ｃがこれに対向
する固定接点５ｂに接触し、スイッチオンの状態となる。そして、かかる傾倒状態の操作
体３から手を離すと、ラバーシート７の中空突部６ｂの弾発力により、スライダ７を介し
て駆動体２の下降している側のスライダ押圧部２ｅが押し上げられ、駆動体２及び操作体
３は図４と図５に示す初期状態に戻る。その結果、接触状態にあった可動接点６ｂは固定
接点５ｂから離間し、再びスイッチオフの状態となる。なお、操作体３の前記操作の際に
は、操作体３は図４で時計回り方向へ傾倒するのみで、駆動体２に対して第２軸部２ｃ（
図５参照）を中心にして回転せず、したがって、操作体３の一対のスライダ押圧部３ｄは
スライダ７の球面状上端を摺動するが、一対のスライダ７は押し下げられず、これらのス
イッチ素子はオフのままである。
【００３９】
　一方、前述の表示部３ａと隣接する表示部３ａ付近を押し込む動作を説明すると、この
場合は、図５の左か右の表示部３ａを押し込む。例えば、図５の右側の表示部３ａ付近を
押し込むと、操作体３は駆動体２の第２軸部２ｃを中心にして図５で時計回り方向に傾倒
する。この際、操作体３と第２軸部２ｃで連結されたている駆動体２はその両第１軸部２
ｂがケース１の軸受孔１ｄに軸支されていて駆動体２は操作体３とともには傾倒せず、そ
のままの状態を保持している。この操作体３の傾倒動作に伴い、図５の右側に位置するス
ライダ７が操作体３のスライダ押圧部３ｄによって押下され、その真下に位置するラバー
シート７の中空突部６ｂを押圧するため、該中空突部６ｂが座屈変形してクリック感を生
起すると共に、可動接点６ｃがこれに対向する固定接点５ｂに接触し、スイッチオンの状
態となる。そして、かかる傾倒状態の操作体３から手を離すと、ラバーシート７の中空突
部６ｂの弾発力により、スライダ７を介して操作体３の下降している側のスライダ押圧部
３ｄが押し上げられ、操作体３は図５に示す初期状態に戻る。その結果、接触状態にあっ
た可動接点６ｂは固定接点５ｂから離間し、再びスイッチオフの状態となる。なお、前述
したように操作体３が図５で時計回り方向へ傾倒する際、駆動体２は第２軸部２ｃを中心
にして回転せず（図４参照）、したがって、駆動体２の一対のスライダ押圧部２ｅはスラ
イダ７の球面状上端を摺動するが、一対のスライダ７は押し下げられず、これらのスイッ
チ素子はオフのままである。
【００４０】
　また、夜間等の暗所でランプ５ａを点灯させると、駆動体２の本体部２ａの底面下方に
あるランプ５ａの光は駆動体２の入光面３ｆから入光し、本体部２ａ内を介して翼部２ｄ
に導かれ、翼部２ｄの平坦状の出射面から操作体３の各表示部３ａ裏面に出射し、操作体
３の中央の表示部３ａ並びに周辺の各表示部３ａが照光される。
【００４１】
　なお、前記実施例では、駆動体２に第１軸部２ｂ及び第２軸部２ｃを設け、これらを軸
支する軸受孔１ｄ，３ｃを操作体３、ケース１に設けた例で説明したが、本発明はこれに
限られるものでなく、軸受部を構成する軸部と軸受孔を逆の部材に配置してもよく、この
ような変形例でも、実施例の作用効果を奏する。
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【００４２】
　また、前記実施例では、駆動体２のスライダ押圧部２ｅを第２軸部２ｃの軸心（一直線
）上あるいはその真下に配置する例で説明したが、本発明はこれに限られるものでなく、
軸心（一直線）から外れた位置（軸心に対して直交する位置あるいはその下方位置）であ
ってもよい。また、これに伴ってスイッチの位置を変更しても構わない。すなわち、実施
例にあっては、所定の一直線とこれに直交する一直線の交点を中心として、その回りに９
０°間隔で４つのスイッチを配置したが、一対のスイッチ、および他方の一対のスイッチ
のそれぞれの対は該直線あるいはこれと直交する直線を挟んで対向する位置に配置されて
いれば良い。
【００４３】
　また、前記実施例では、スイッチは４つあって、操作体３に押圧されるのが、一対のス
イッチに相当し、駆動体２に押圧されるのが他のスイッチに相当する。また、一直線は操
作体３の回転中心を結ぶ線であり、直交する一直線は駆動体２の回転中心を結ぶ線である
。なお、前記実施例では、他の一対のスイッチを駆動体２で押圧するもので説明したが、
本発明はこれに限られるものでなく、他の一対のスイッチを操作体で押圧するようにして
も良い。
【００４４】
　また、前記実施例では、駆動体２の第１軸部２ｂを第２軸部２ｃより短くして駆動体２
の第１軸部２ｂの先端外方にスペース（欠落部）を設けていてそのスペースに操作体３の
スライダ押圧部３ｄを配置し、スライダ７を押圧しているが、本発明はこれに限られるも
のでなく、欠落部に変えて駆動体２に貫通孔を設けてスライダ７を挿通するようにしても
よい。
【００４５】
　このように構成された前記実施例では、操作体３と、操作体３が被着され、該操作体３
を所定の一直線を回転中心として回転可能に保持する駆動体２と、駆動体２を前記所定の
一直線と直交する方向の一直線を回転中心として回転可能に保持するケース１と、操作体
３に対向させて配置するとともに、該操作体３の操作に伴って該操作体３が前記所定の一
直線を回転中心として回転した際に、該操作体３によって押圧される一対のスイッチと、
駆動体２（あるいは操作体３）に対向させて配置するとともに、操作体３の操作に伴って
該駆動体２が前記所定の一直線と直交する方向の一直線を回転中心として回転した際に、
該駆動体２（あるいは操作体３）によって押圧される他の一対のスイッチとを備えたため
、操作体３を簡単に４方向に押圧できるように保持可能であり、４方向の押圧スイッチを
提供できる。なお、仮に、操作体３のつば部３ｂの近辺を押圧すると９０°隣り合う一対
のスイッチが押圧されるが、本実施例における主なる使用方法ではない。また、操作体３
と駆動体２の回転保持のための軸受部（第１軸部２ｂと第２軸部２ｃ、軸受孔１ｄ，３ｃ
）の位置関係と、操作体３と駆動体２のスイッチの押圧部２ｅ，３ｄの位置関係から平面
視した場合のスペースを有効活用できる。
【００４６】
　また、駆動体２に一方の一対の軸受部（第２軸部２ｃと軸受孔３ｃ）と他方の一対の軸
受部（第１軸部２ｂと軸受孔１ｄ）を設け、該一方の一対の軸受部間で駆動体２に対して
操作体３を回転可能に保持して、一方の一対の軸受部間の下方に他方の一対のスイッチを
配置し、一方の一対の軸受部間より短く形成した前記一対の軸受部間とし、該他方の一対
の軸受部で駆動体２をケース１に回転可能に保持して、前記他方の一対の軸受部（第１軸
部２ｂと軸受孔１ｄ）間の外方に一対のスイッチを配置し、操作体３で押圧するようにし
たため、平面視した製品の小型化ができる。これは、操作体３を回転可能に保持する駆動
体２部分が邪魔になり、その方向のスイッチ（スライダ７）は駆動体２で押圧した方がス
ペース効率がよい。これを全てのスイッチ（スライダ７）を操作体３で押圧する構成とす
ると装置が大きくなってしまうが、この課題を解決できる。
【００４７】
　また、駆動体２を導光体で形成し、該駆動体２の底面に照光部（入光部２ｆ、ランプ５
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ａ）を設けた構成にしてあるため、容易に照光構造とすることができ、また、操作体３の
中央にも照光することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の４方向スイッチ装置を一部切り欠いて示す斜視図である。
【図２】該４方向スイッチ装置の分解斜視図である。
【図３】該４方向スイッチ装置の平面図である。
【図４】図３の４－４線に沿った断面図である。
【図５】図４の５－５線に沿った断面図である。
【図６】従来の４方向スイッチ装置の一方向に沿う断面図である。
【図７】従来の４方向スイッチ装置の別方向に沿う断面図である。
【図８】従来の４方向スイッチ装置の分解斜視図である。
【符号の説明】
【００４９】
　１　ケース
　２　駆動体
　２ｂ　第１軸部
　２ｃ　第２軸部
　１ｄ，３ｃ　軸受孔
　２ｅ，３ｄ　スライダ押圧部
　２ｆ　入光部
　３　操作体
　５ａ　ランプ
　７　スライダ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】
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